
令和７年度第79回栃木県芸術祭美術展審査結果（洋画部門） 
 

○ 応 募 総 数   171点  ［ 174点］ 

○ 入 賞 点 数     9点  ［  10点］  

○ 入 選 点 数   123点  ［ 121点］  ＊［ ］内は昨年度 

   

【審査寸評】 

個性的な作品が多く、実力が拮抗し、審査にも時間がかかった。 

水彩画に秀作が多く見られるのが最近の傾向であるが、版画や抽象作品がさらに増えてほしいところで

ある。全体的に高齢化が目立ち、若い人の出品が望まれる。 

 

○芸術祭賞  「輪
りん

」 

タンポポの花を画面いっぱいにモノクロームの世界で描き、植物の神秘性やエネルギーを感じさせる作

品になっている。芸術祭賞にふさわしい力強い作品である。 

 

○準芸術祭賞 「オオデマリⅡ」 

オオデマリの花が画面にあふれ、甘い香りが漂ってくる。 

単純化された花の集合が、さわやかな緑の季節を表している。 

 

○準芸術祭賞 「俯瞰
ふかん

の西新
にししん

宿
じゅく

Ⅰ」 

現代的なデジタル手法で高層ビルの都会を描いている。 

極めて丹念な描写が、無機質な都市の雰囲気をかもし出している。 

 

○Ｕ２５賞  「まなざし」 

おばあちゃんとお孫さんを描いた心温まる作品である。 

生命力あふれる赤ちゃんと、そこに注がれるおばあちゃんの眼差しが見事に表現されている。力作であ

る。 

 

【入賞者及び入賞作品】 

 

 ○芸術祭賞 

  早崎 勝 （はやさき まさる）  〈宇都宮市〉 「輪
りん

」           

 

 ○準芸術祭賞   

海老澤洋子 （えびさわ ようこ） 〈市貝町〉  「オオデマリⅡ」      

横尾 弘子 （よこお ひろこ）  〈小山市〉  「俯瞰
ふかん

の西新
にししん

宿
じゅく

Ⅰ」      

 

○芸術祭奨励賞 

芝野 孝陽 （しばの たかはる） 〈真岡市〉  「雪晴
ゆきば

れの林道
りんどう

」        

鶴見 久次 （つるみ ひさじ）  〈宇都宮市〉 「マロニエ香
かお

る街
まち

」     

天下井甚一 （あまがい じんいち）〈栃木市〉  「わたしが一番
いちばん

きれいだったとき」  

遠藤 美幸 （えんどう みゆき）  〈さくら市〉 「空
そ

(天
ら

)へ」         

片桐 敏子 （かたぎり としこ） 〈真岡市〉  「大陸
たいりく

の幻
げん

映
えい

」       

 

○Ｕ２５賞   

小西 美翔 （こにし みう）   〈那須烏山市〉 「まなざし」        

  



令和７年度第79回栃木県芸術祭美術展審査結果（彫刻部門） 
 

○ 応 募 総 数    19点  ［  32点］ 

○ 入 賞 点 数     4点  ［   7点］ 

○ 入 選 点 数    10点  ［  22点］  ＊［ ］内は昨年度 

 

【審査寸評】  

今年度の応募点数は 19 点で、昨年度の応募点数と比べると少なくなり、高校生の出品もないなど、残念

なことである。 

作品の素材が多様であり、表現方法も多彩になっている中、審査にあたって、オリジナリティや自らの主

張が作品に込められているか、また鑑賞者に何らかの感動を与えられるかなどを中心に賞を選んだ。 

 

○芸術祭賞  「Portrait
ぽーとれいと

：Nobody
のーばでぃ

」 

乾漆で造られた女性の胸像。 

人物を確かな技術で造り上げられており、静寂の中に凛とした存在を感じる作品に仕上げられている。 

制作時間が長い乾漆の技法であるが、細部にもこだわって表現し、完成された胸像である。 

 

○準芸術祭賞 「静 寂
せいじゃく

の中
なか

で」 

耳がピッと立った兎をモデルにした、テラコッタに彩色をした作品。 

焼き物である硬いテラコッタで柔らかさを表現している。ちょこんと座った姿勢の中に、動きも自然で

表情も豊かに造り込められている。 

 

【入賞者及び入賞作品】 

○芸術祭賞 

川島 史也 （かわしま ふみや） 〈茨城県つくば市〉 「Portrait
ぽーとれいと

：Nobody
のーばでぃ

」  

 

○準芸術祭賞   

角谷 琴音 （かくや ことね）  〈大田原市〉   「静寂
せいじゃく

の中
なか

で」     

 

○芸術祭奨励賞 

正田 典子 （まさだ のりこ）  〈那須烏山市〉   「ものおもい」      

小板橋秀雄 （こいたばし ひでお）〈鹿沼市〉     「静
せい

(セイ)」      

 

○Ｕ２５賞                                      

該 当 な し 

  



令和７年度第79回栃木県芸術祭美術展審査結果（工芸部門） 

 
○ 応 募 総 数    71点  ［  61点］ 

○ 入 賞 点 数    10点  ［   9点］ 

○ 入 選 点 数    53点  ［  45点］  ＊［ ］内は昨年度 

 

【審査寸評】 

昨年度より10点余り作品数が増えた上に、作品自体の力量が向上したと言える。 

各自、素材に真摯に向き合い、その素材ならではの表現を極め、その中でいかに自己を表現するか。

時間をかけ、熱心に向き合っている姿を感じる。工芸各分野で、失うことのない意欲を感じた。 

 

○芸術祭賞  「勿
な

来
こそ

四
し

方
ほう

花
はな

入
いれ

」 

凛とした立方体、全体に施釉された勿来釉の出来は、目を見張るものである。多分ここまで来るのに随

分釉調合等、苦労したと思う。審査員全員一致の受賞である。これからの活躍を期待する。 

 

○準芸術祭賞 「絆
きずな

」 

太い絹糸をドレープに仕上げるのは、手法としては目新しいものではないが、ドレープとドレープをク

ロスさせて立体的に仕上げたのが非常に斬新で、作品に深みを感じる。発想の豊かさが素晴らしい。 

 

○準芸術祭賞 「core
こ あ

 sprout
すぷらうと

」 

大きな球体の中に多数の小さい球体が連なり、表面に滲み出てきている。複雑な作業の組立が心地よい

リズムとして表現されている。若い作者の心のエネルギーを形にした爽やかな作品である。 

 

【入賞者及び入賞作品】 

○芸術祭賞 

石島 颯木 （いしじま さつき） 〈益子町〉  「勿
な

来
こそ

四
し

方
ほう

花
はな

入
いれ

」 （陶芸）   

 

○準芸術祭賞   

加藤 恭子 （かとう きょうこ） 〈高根沢町〉 「絆
きずな

」     （染織）   

大川 琴音 （おおかわ ことね） 〈宇都宮市〉 「core
こ あ

 sprout
すぷらうと

｣  (ガラス）    

 

○芸術祭奨励賞 

早川 嘉  （はやかわ よし）  〈益子町〉  「糸
いと

置
おき

鉢
はち

」     （陶芸）  

箱田 憲司 （はこた けんじ）  〈宇都宮市〉  「千鳥
ちどり

編
あみ

花籃
はなかご

」    （竹工芸） 

大嶋 和子 （おおしま かずこ） 〈鹿沼市〉  「生
い

きる」      （染織）   

稲葉 武雄 （いなば たけお）  〈下野市〉  「昇
しょう

葉
よう

」      （陶芸）  

郷間 光子 （ごうま みつこ）  〈宇都宮市〉  「Viva
び ば

 Rico
り こ

!!」  （人形）   

江田 朋哉 （えだ ともや）   〈佐野市〉  「ワタツミの釜
かま

」  （金工）    

中山 一郎 （なかやま いちろう）〈宇都宮市〉  「山
さん

雲
うん

海月
かいげつの

情
じょう

」   （漆芸）  

 

○Ｕ２５賞                                      

該 当 な し 

 



氏名 市町名 氏名 市町名 氏名 市町名

安納珠美 宇都宮市 船田昌宏 栃木市 柳田昭男 那須烏山市

小川真 宇都宮市 石﨑壮卑洸 栃木市 野口俊子 下野市

髙木理史 宇都宮市 佐藤康子 栃木市 園部立也 下野市

髙萩直子 宇都宮市 飯田愛子 佐野市 猪瀬真喜子 上三川町

かみむらみどり 宇都宮市 小竹曻 佐野市 星野満子 上三川町

鈴木兼一 宇都宮市 廣瀬静枝 佐野市 渡辺良介 益子町

大根田登美子 宇都宮市 鈴木政男 鹿沼市 早野由美恵 益子町

菅野泰史 宇都宮市 坂本文子 鹿沼市 飯村正子 茂木町

阿久津益広 宇都宮市 大門勉 鹿沼市 小林咲子 市貝町

岩瀬純 宇都宮市 黒須譲 鹿沼市 入野めぐみ 市貝町

中島嘉代子 宇都宮市 大貫知代子 鹿沼市 宮﨑克幸 壬生町

上野晃 宇都宮市 杉浦和彦 鹿沼市 江面キヨ 壬生町

村田孝 宇都宮市 金田卓 日光市 藤本夢 壬生町

郷間隆夫 宇都宮市 沼尾理枝 日光市 木村敬子 野木町

岩﨑叶佳 宇都宮市 熊倉桂子 日光市 石塚悌志 塩谷町

髙□和志 宇都宮市 関和子 小山市 涌井ひより 高根沢町

池田幸次郎 宇都宮市 高橋清 小山市 古口栄子 高根沢町

大越輝子 宇都宮市 五十嵐正道 小山市 櫻井和恵 高根沢町

松岡陽子 宇都宮市 山川清四郎 小山市 鈴木正一 那珂川町

篠永和子 宇都宮市 今地輝武 小山市 遠藤和浩 秋田県仙北市

桐生明 宇都宮市 橋本蒼 小山市 加藤喜三 福島県郡山市

石坂広明 宇都宮市 関口まさ子 小山市 石﨑旭 茨城県結城市

松本恵子 宇都宮市 竹内光江 小山市 竹内真澄 長野県中野市

若色照子 宇都宮市 大森涼 小山市

細野智子 宇都宮市 三浦馥 小山市

森房子 宇都宮市 大関公佳 真岡市

倉井美津雄 宇都宮市 上野洋子 真岡市

坂寄秋穂 宇都宮市 渡辺里美 真岡市

佐手稔 宇都宮市 仲村則男 真岡市

小髙正一 宇都宮市 直井八重子 真岡市

加藤恵子 宇都宮市 渡邉節子 真岡市

玉造和輝 宇都宮市 青山初枝 真岡市

Leon Ryu 宇都宮市 大島照代 真岡市

大関実里 宇都宮市 小金沢久枝 真岡市

磯崎桜 宇都宮市 瀧野洋子 大田原市

柿沼誠一 宇都宮市 鎌田雄二 大田原市

深澤郁男 宇都宮市 山下清 大田原市

須藤充夫 足利市 磯千惠 大田原市

小林博 足利市 KIKI 大田原市

小林久子 足利市 蜂巣貞美 大田原市

増田順一 足利市 植竹民代 大田原市

三田忠良 足利市 島田房子 矢板市

園田稔 足利市 高橋順子 矢板市

新藤理絵 足利市 井上光夫 矢板市

平野正明 足利市 石下義夫 矢板市

西田□孝 足利市 下井雄也 那須塩原市

細田幸子 足利市 鈴木晃 那須塩原市

長島正志 足利市 岩瀬加奈 那須塩原市

倉林一彦 足利市 草野勝光 那須塩原市

本郷武夫 栃木市 井澤栞 さくら市

以上 123名 

第79回 栃木県芸術祭美術展 洋画部門 入選者　（入賞者を除く）



第79回 栃木県芸術祭美術展 彫刻部門 入選者

（入賞者を除く）

氏名 市町名

伴秀政 宇都宮市

辻幹雄 宇都宮市

新井貞夫 栃木市

大橋忠男 日光市

吉沢英道 大田原市

イソマオ 那須塩原市

上岡通夫 さくら市

TAKUMi 野木町

以上  8名　

（10点）



第79回 栃木県芸術祭美術展 工芸部門 入選者

（入賞者を除く）

氏名 市町名

岩渕万喜 宇都宮市

伊藤行男 宇都宮市

関根茂夫 宇都宮市

神野重樹 宇都宮市

尾嶋得司 宇都宮市

ん太郎 宇都宮市

野澤久子 宇都宮市

奥村則子 宇都宮市

荻原英男 宇都宮市

荒井澄江 宇都宮市

菊池清子 宇都宮市

鈴木幸子 宇都宮市

中山忠彦 足利市

中山キッコ 足利市

初谷記代子 足利市

蒔田道子 栃木市

高田洋子 栃木市

赤木奎太 佐野市

森谷哲夫 鹿沼市

六角春香 鹿沼市

大橋滋 鹿沼市

青柳卓 鹿沼市

山川隆志 日光市

土佐京子 日光市

大栁火幹 日光市

佐久間勝弘 小山市

松丸幸子 小山市

小栗みどり 小山市

渡辺久子 真岡市

梁島紀子 真岡市

吉澤克己 大田原市

川俣昇二 大田原市

尾畑美智 大田原市

阿久津正弘 大田原市

小澤和枝 矢板市

島端達夫 那須塩原市

上田順康 さくら市

星野満子 上三川町

秋風庵泥舟 益子町

山本美奈子 益子町

田村英夫 益子町

小林渡 益子町

川島郁朗 益子町

阿部智也 市貝町

桐林和行 壬生町

水留訓子 野木町

鹿野豊子 野木町

伏木和子 野木町

近藤ようこ 高根沢町

以上  49名　
（53点）



第７９回 栃木県芸術祭美術展（洋画・彫刻・工芸部門） 

芸  術  祭  賞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工芸部門 芸術祭賞  

「勿来四方花入」 石島 颯木 

（高さ 60 ㎝×幅 22 ㎝） 

洋画部門 芸術祭賞 

「輪」 早崎 勝 

     （Ｓ100 号） 

彫刻部門 芸術祭賞  

「Portrait：Nobody」 川島 史也 

（高さ 56 ㎝×幅 43 ㎝×奥行 19 ㎝） 


